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ネスレ日本株式会社（本社：兵庫県神戸市、代表取締役社長兼CEO：高岡浩三、以下「ネスレ日本」）は、2016年7

月29日（金）～31日（日）の3日間、恵庭カントリー倶楽部（北海道恵庭市）にて、「ネスレインビテーショナル 日本プ

ロゴルフマッチプレー選手権 レクサス杯」（以下、ネスレマッチプレーレクサス杯）を開催いたしました。このたび、大

会第最終日、準決勝、決勝の結果が出揃いましたのでお知らせ致します。以下に、本日のマッチをまとめました。 

 

▼男子ゴルフ界の新星・時松隆光が、最後は激闘を制し、初出場初優勝 

 一人の若者が世界への扉を開けた。先週の「ダンロップ・スリクソン福島オープン」で優勝し、32人目の最後の枠に

滑り込んだ時松隆光プロが、決勝戦で小田龍一プロを敗り、初出場初優勝という偉業を達成。優勝賞金１億円という

ビッグマネーを手にした。 

 この日の午前中に行われた準決勝では小田孔明プロと対戦。1 アップで勝利し決勝へと駒を進めた。これで２回戦

の藤田寛之プロ、3回戦の谷口徹プロに続き 3人目の賞金王を撃破。いよいよ迎えた決勝の相手の小田龍一プロも

日本オープンチャンピオン。ラスト 1 試合ということでさすがに緊張しているのではと思われたが、２番ホールを皮切

りに前半を 5アップという大差で折り返す。 

 完全に時松プロペース。このまま逃げ切るかと思われたが、小田プロが後半に入り息を吹き替えし、10、12、13、14、

16番ホールを奪い、オールスクエアにもつれ込む展開。これがマッチプレーの面白いところだろう。 

 後半の流れは完全に小田プロペースだったが、17 番ホール（パー5）で小田プロがティショット、セカンドショットと立

て続けにミス。そのまま逆転される流れをなんとか引き戻した。最終ホールでは最後に約 2ｍのパットをきっちり決め

て頂点に登り詰めた。 

 「ダンロップ・スリクソン福島オープン」の優勝で2年シード権を得た時松プロ。今回の賞金は、せっかく与えてくれた

チャンスなので、これを機に海外を視野に入れたいと言う。「アジアンツアーや、ヨーロッパツアーなど、是非挑戦して
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みたいと思います。」。“勝者よ、世界への扉を開け。”の大会キャッチフレーズにぴったりのシンデレラ・ボーイが誕

生した。 

 

▼5ダウンからの猛追。時松プロを苦しめたベテラン・小田プロが、悔しさの残る準優勝 

 準決勝で小平智プロを 3＆2 で破り、決勝戦に進んだ小田プロ。キットカットのキャディバッグを使用する契約プロと

して、最後は表彰式でキャディバッグを掲げたいです、と話していたが、その目標は達成することはできなかった。 

 前半は時松プロの勢いに押されたのか 5 ダウンのリードを奪われる苦しい展開。後半はさすがの反撃を見せたが、

最後は力尽きる形で敗れた。 

 「クラブハウスに戻りながら悔しいなと今週初めて思いました」。あまり感情を見せない小田プロから出た意外な言

葉に、賞金だけではなく、２年連続で初戦敗退していた、この大会で勝ちたかった想いが感じられた。 

 それでも「自分には１億円はまだまだ早いということ。また来年、しっかり調整して、挑戦したいと思います」と悔しさ

を滲ませながらも意欲を見せていた。 

 

【コメント】 

■高岡浩三（大会会長）： 

「今年は、（決勝しかり）爆発力のあるマッチが多く、見応えのある試合が多かった。また、かねてからビジネスモデル

になりうる大会を作りたかったという点では、スポンサーだけでなく、選手からもプロアマの評判のよかったので、3年

目の今年が一番手応えを感じている。トーナメント自体も、若手とベテランが競り合う展開で、いずれシニアの枠も作

って、より大会を盛りあげていきたいと思えた。（リオに向かう片山プロ、丸山プロに向けて）世界を舞台に戦ってきた

二人なので、何の心配もしていない。日の丸を背負うプレッシャーはあると思うが、思い切りチャレンジして、海外で

戦う意義を改めて感じて来て欲しい。」 

 

■丸山茂樹プロ（大会公式アンバサダー） 

「今年は15番でワンオンが出るなど、バーディー数が多い印象があった。雨が降ったり、グリーンが重かったり、ゴル

フ場は生き物のようなところがあるので、選手は苦しんだと思う。優勝した時松プロは、決勝のバック9が悪かったけ

ど、最終的に粘って優勝できた。マッチプレーのいい部分と悪い部分の両方が見え、コースマネジメントや駆け引き

など、いい勉強になったと思う。時松プロのような新星が現れ、歴史に残る大会になった。優勝の重みも感じつつ、

優勝賞金１億円を自ら掴みとった勢いで、2、3勝目を目指して欲しい。」 

 

■片山晋呉プロ（大会ホストプロ）： 

「3年前に大会を始めたときは、高岡大会会長も、選手も、スポンサーも、メディアの皆さんも不安だらけだった。たっ

た3年で出場したいという選手が増え、スポンサーにも喜んでいただける、魅力的な大会になったと思う。（選手は）こ

の大会で経験を積んで、この大会を通じて世界で戦う術や、経験を養っていけるような大会であってほしい。 

（リオに向けてという質問に対し、）初戦は、誰がやっても勝てないプレーで深堀プロに完敗した。僕は、その運は（リ

オに向けて）取っておいたと思って、来週に向けて頑張りたいです。」 

 



 

■最終日結果（トーナメント） 

 
■決勝・準決勝成績一覧 

※大会オフィシャル写真・ロゴデータをご希望の方は、下記よりご希望の写真をダウンロードしてご使用ください。 

クレジットは特に必要ございませんが、記載が必要な際は「大会事務局提供」とお入れください。 

http://urx3.nu/xlZp 

本件に関する報道関係者様からのお問い合わせ先 
「ネスレインビテーショナル 日本プロゴルフマッチプレー選手権 レクサス杯」PR事務局 

（株式会社サニーサイドアップ内） 
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷4-23-5 JPR千駄ヶ谷ビル8F 

E-mail: nestle.matchplay_pr@ssu.co.jp ／TEL：03-6894-3201 FAX：03-5413-3051 
担当：清水（080-4130-8192）、鈴木（080-4794-0677）、福田 
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